
 

 

 

令和４年度 第９回 
 

政策会議 

概 要 

メンバー:市長･副市長･副市長・教育長・会計管理者･ 

総合政策部長･行政管理部長･財務部長･市民生活部長･ 

産業文化スポーツ部長・子ども家庭部長･福祉保健部長･ 

保健医療担当部長･まちづくり部長･基盤整備担当部長･ 

環境下水道部長･ごみ減量化担当部長･公営競技事業部長･ 

教育委員会事務局教育部長･議会事務局長 

開催日時: 

令和4年10月24日（月） 

9：10～11：35 

開催場所: 

市長応接室 

（幹   事）企画政策課長・秘書課長・広報課長・行政経営課長･人事課長・財政課長 

（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ）総務課長・文書法政課長・まちづくり推進課長 

（書   記）企画調整係長 

 

＜協議＞ 

１ 総合政策部 

（１）令和５年度組織検討の進め方について（案） 

令和５年度組織改正にあたっては、主に立川市第４次長期総合計画後期基本計画の推

進及び経営方針に基づく必要な諸調整、法令等の施行・改正等への対応、前年度組織検

討に基づく課題の検討の３つの視点により検討を進めることについて説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

２ 行政管理部 

（１）管理監督職勤務上限年齢制の導入に伴う管理職員及び係長級職員の処遇について 

地方公務員法の改正に伴う定年引上げにおいて導入された管理監督職勤務上限年齢制

により、降任等の影響をうける管理職員等の処遇について説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

（２）個人情報保護法改正に伴う条例の改正等について 

個人情報保護法の改正に伴う個人情報保護制度の運用方法の変更など法改正の概要や

市の条例等の制定改廃、今後のスケジュール等について説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

３ 産業文化スポーツ部 

（１）立川アスレティックFCとの相互協力に関する協定締結について 

フットサルを中心としたスポーツによる地域活性化に関する連携を推進するとともに、

地域社会の発展及び振興を図ることを目的として、一般社団法人立川アスレティックFC

と相互協力に関する協定を締結することについて説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

４ 福祉保健部 

（１）立川市再犯防止推進計画（素案）について 

再犯防止に資する具体的な市の取組を示すことを目的とする立川市再犯防止推進計画

（素案）の趣旨や理念、基本方針など概要について説明した。 



 

 

 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

５ 環境下水道部 

（１）クリーンセンターを活用した売電及び地産地消について 

（兼 第56回清掃工場移転問題対策本部） 

立川市クリーンセンターたちむにぃについて、余熱利用により、発電した電力のうち

余剰電力を売電するとともに、売電先の電力事業者から市が買電し市内公共施設にて電

力使用することにより、電力の地産地消の仕組みを構築することについて説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

６ 教育部 

（１）学校給食共同調理場 公式instagram（インスタグラム）の開設について 

市ホームページ等での情報発信の強化、食育の充実等につながる取組みと考えられる

ことから、学校給食共同調理場の公式インスタグラムを開設することについて説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

（２）第二小学校／高松児童館／曙学童保育所複合施設整備の入札方式等について 

第二小学校／高松児童館／曙学童保育所複合施設整備の入札方式等について、入札及

び契約の透明性の確保、公正競争の促進及び適正な履行等を図ることについて説明した。 

標記の件について協議を行った結果、原案を了承した。 

 

 

＜報告＞ 

１ 総合政策部 

（１）令和５年度に向けた定員管理について 

令和５年度の定員管理については、①市長公約に基づき、持続可能な行財政

運営に必要な改革を継続実施、②「立川市第２次行政経営計画」に掲げる視点

の重視、③令和５年度経営方針に基づく事業の取組に必要な定数とする、の３

点を基本的な考え方とすることについて報告した。 

 

２ 行政管理部 

（１）地方公務員に係る定年引上げについて 

地方公務員法の一部改正に伴い、現行で60歳としている職員の定年を、国と

同様、令和５年４月１日から２年に１歳ずつ段階的に引き上げ、令和13年４月

１日定年を65歳とすることについて報告した。 

 

 



 

 

 

３ 環境下水道部 

（１）立川市クリーンセンター愛称ロゴの決定について 

（兼 第56回清掃工場移転問題対策本部） 

立川市クリーンセンターの愛称ロゴについて、明星大学デザイン学部協働事

業「立川活性化プロジェクト2022」により提案された４案の中から決定したこ

とについて報告した。 

 

以上 


